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論壇
本
年
3
月
27
日
に
、
興
味
深

い
最
高
裁
決
定
1

が
下
さ
れ

た
。
興
味
深
い
の
は
、
宇
賀
克

也
裁
判
官
に
よ
る
「
本
件
申
立

て
の
理
由
に
よ
れ
ば
本
件
は
民

訴
法
3
1
8
条
1
項
の
事
件
に

当
た
る
」
と
の
反
対
意
見
が
付

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
宇
賀
裁
判
官
は
上
告
審

と
し
て
事
件
を
受
理
す
べ
き
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
不
受
理
決
定
に
際
し
て
こ

の
よ
う
な
反
対
意
見
が
付
さ
れ

る
の
は
珍
し
い
2

。
ま
た
、
本

件
で
納
税
者
は
こ
の
上
告
受
理

申
立
て
と
は
別
に
上
告
提
起
も

し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
本

決
定
の
主
文
に
は
、「
本
件
を

上
告
審
と
し
て
受
理
し
な

い
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
の
「
本
件
上
告
を
棄
却
す

る
。」
と
の
記
載
は
な
い
。
そ

う
す
る
と
、
上
告
提
起
に
つ
い

て
は
別
途
判
決
が
言
い
渡
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
判

決
で
は
宇
賀
裁
判
官
に
よ
る
よ

り
踏
み
込
ん
だ
反
対
意
見
が
示

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待

が
高
ま
っ
た
。

か
く
し
て
、
最
高
裁
令
和
6

年
5
月
7
日
判
決
3

に
接
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
本
判
決
で

は
、
上
告
棄
却
で
は
あ
る
も
の

の
、
期
待
ど
お
り
、
宇
賀
裁
判

官
に
よ
る
傾
聴
に
値
す
る
反
対

意
見
が
付
さ
れ
て
い
た
。
率
直

に
言
っ
て
、
長
年
租
税
手
続
法

に
関
心
を
持
っ
て
き
た
筆
者

は
、
そ
れ
を
読
ん
で
感
動
し
て

し
ま
っ
た
（
言
う
ま
で
も
な

く
、
宇
賀
裁
判
官
は
東
京
大
学

名
誉
教
授
で
行
政
法
の
大
家
で

あ
る
。）。そ
こ
で
本
稿
で
は
、そ

の
反
対
意
見
を
紹
介
し
よ
う
。

1
�
事
案
の
概
要
と
争
点

Ｘ
社
（
原
告
・
控
訴
人
・
上

告
人
）
が
2
事
業
年
度
連
続
し

て
法
人
税
の
各
確
定
申
告
を
提

出
期
限
ま
で
に
し
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
処
分
行
政
庁
は
法
人

税
法
（
令
和
2
年
法
律
第
8
号

に
よ
る
改
正
前
の
も
の
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。）
1
2
7
条

1
項
4
号
に
該
当
す
る
と
し

て
、
Ｘ
社
の
令
和
元
年
6
月
期

の
事
業
年
度
以
後
の
青
色
申
告

承
認
取
消
処
分
（
以
下
「
本
件

処
分
」
と
い
う
。）
を
し
た
。

本
件
処
分
に
係
る
青
色
申
告

承
認
取
消
通
知
書
に
は
、
法
1

2
7
条
1
項
4
号
に
該
当
す
る

旨
の
記
載
と
と
も
に
、
そ
の

「
取
消
処
分
の
基
因
と
な
っ
た

事
実
」
と
し
て
、「
自

平
成
30

年
7
月
1
日

至

令
和
1
年

6
月
30
日
事
業
年
度
の
法
人
税

確
定
申
告
書
が
、
そ
の
提
出
期

限
ま
で
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
」
と
の
記
載
が
あ
っ
た
。

本
件
の
争
点
は
、
本
件
処
分

が
裁
量
権
の
範
囲
の
逸
脱
・
濫

用
に
よ
り
違
法
で
あ
る
か
（
争

点
1
）、
本
件
処
分
が
理
由
付

記
の
不
備
に
よ
り
違
法
で
あ
る

か
（
争
点
2
）
及
び
本
件
処
分

に
お
い
て
事
前
に
Ｘ
社
に
防
御

す
る
機
会
を
与
え
な
か
っ
た
こ

と
が
憲
法
31
条
、
84
条
に
反
し

て
違
憲
・
違
法
で
あ
る
か
（
争

点
3
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
本

判
決
で
審
理
さ
れ
た
の
は
、
争

点
3
に
つ
い
て
で
あ
る
。

2
�
本
判
決
の
内
容

ま
ず
原
判
決
（
控
訴
棄
却
）4

は
、
争
点
3
に
つ
い
て
、
国
税

通
則
法
74
条
の
14
第
1
項
が
青

色
申
告
承
認
取
消
処
分
を
含
む

「
国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
行
わ
れ
る
処
分
」
に
つ
い

て
、
行
政
手
続
法
第
3
章
（
不

利
益
処
分
）
の
規
定
（
同
法
14

条
の
理
由
提
示
の
規
定
を
除

く
。）
の
適
用
を
除
外
し
て
い

る
こ
と
に
触
れ
、
そ
う
し
た
適

用
除
外
が
認
め
ら
れ
て
い
る
理

由
と
し
て
、
以
下
の
諸
点
等
を

挙
げ
て
い
る
。

①

金
銭
に
関
す
る
処
分
で

あ
る
か
ら
事
後
的
な
手
続
で

処
理
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

り
、
事
後
的
な
手
続
と
し

て
、
国
税
不
服
審
判
所
長
に

対
す
る
審
査
請
求
等
の
不
服

申
立
手
続
が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

②

処
分
が
大
量
・
反
復
的

に
行
わ
れ
る
こ
と
。

③

限
ら
れ
た
人
員
で
適
正

・
公
平
・
迅
速
に
手
続
の
処

理
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
。

④

処
分
理
由
の
提
示
が
要

求
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

本
判
決
は
、「
法
1
2
7
条

1
項
の
規
定
に
よ
る
青
色
申
告

の
承
認
の
取
消
処
分
に
つ
い
て

は
、
そ
の
処
分
に
よ
り
制
限
を

受
け
る
権
利
利
益
の
内
容
、
性

質
等
に
照
ら
し
、
そ
の
相
手
方

に
事
前
に
防
御
の
機
会
が
与
え

ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
憲
法
31
条
の
法
意
に
反
す

る
も
の
と
は
い
え
な
い
。
こ
の

こ
と
は
、
最
高
裁
昭
和
61
年

（
行
ツ
）
第
11
号
平
成
4
年
7

月
1
日
大
法
廷
判
決
・
民
集
46

巻
5
号
4
3
7
頁
の
趣
旨
に
徴

し
て
明
ら
か
で
あ
る
。」（
下
線

マ
マ
）
と
判
示
し
た
。

3
�
反
対
意
見
の
内
容

反
対
意
見
は
、「
処
分
庁
が

不
利
益
処
分
を
行
う
場
合
に

は
、
誤
っ
た
不
利
益
処
分
に
よ

る
権
利
侵
害
が
行
わ
れ
な
い
よ

う
に
事
前
に
そ
の
根
拠
法
条
と

そ
れ
に
該
当
す
る
事
実
を
通
知

し
、
相
手
方
に
事
前
に
意
見
陳

述
の
機
会
を
保
障
す
る
こ
と

が
、
憲
法
上
の
適
正
手
続
と
し

て
要
請
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ

り
、
…
青
色
申
告
承
認
取
消
処

分
…
に
つ
い
て
、
そ
の
例
外
を

認
め
る
べ
き
合
理
的
理
由
は
見

い
だ
し
難
い
。」
と
し
た
う
え

で
、
原
判
決
が
示
し
た
右
記
枠

内
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
の
点

も
、
主
と
し
て
次
の
各
点
か
ら

「
合
理
的
理
由
た
り
得
な

い
。」
と
述
べ
て
い
る
。

①

そ
も
そ
も
、
憲
法
31
条

は
、
違
法
又
は
不
当
な
処
分

が
さ
れ
な
い
よ
う
に
適
正
な

事
前
手
続
を
要
請
し
て
い
る

の
で
あ
り
、
事
後
の
救
済
手

続
が
整
備
さ
れ
て
い
れ
ば
、

事
前
手
続
が
お
よ
そ
不
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
現
行
法
上
も
、
第
三
者

的
な
立
場
に
あ
る
審
査
庁
へ

の
審
査
請
求
が
行
わ
れ
得
る

こ
と
の
み
を
も
っ
て
、
事
前

手
続
を
不
要
と
し
て
い
る
も

の
と
は
解
さ
れ
な
い
。

②

い
わ
ん
や
青
色
申
告
承

認
取
消
処
分
に
つ
い
て
は
、

相
手
方
に
対
す
る
不
利
益
の

大
き
さ
に
鑑
み
、
個
々
の
事

案
ご
と
に
慎
重
な
事
実
確
認

が
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ

り
、
個
々
の
事
案
に
つ
い
て

慎
重
に
検
討
す
る
余
裕
が
な

い
大
量
・
反
復
事
案
で
あ
る

と
し
て
、
粗
雑
な
対
応
が
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
青
色
申
告
承

認
取
消
処
分
が
大
量
・
反
復

的
に
行
わ
れ
る
か
ら
、
事
前

手
続
を
と
っ
て
い
る
余
裕
が

な
く
、
事
実
誤
認
に
対
す
る

救
済
は
専
ら
事
後
手
続
に
委

ね
る
仕
組
み
が
採
用
さ
れ
て

い
る
と
い
う
理
解
は
、
我
が

国
の
実
際
の
税
務
行
政
の
姿

か
ら
乖
離
し
て
お
り
、
む
し

ろ
我
が
国
の
税
務
行
政
を
過

小
評
価
す
る
こ
と
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。

③

少
な
く
と
も
弁
明
の
機

会
の
付
与
に
相
当
す
る
手
続

で
あ
れ
ば
、
弁
明
書
の
提
出

期
限
を
1
週
間
程
度
と
す
る

こ
と
も
許
容
さ
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
迅
速
性
の
要

請
等
が
、
事
前
の
意
見
陳
述

手
続
を
全
く
保
障
し
な
い
こ

と
の
合
理
的
理
由
に
な
る
と

は
考
え
難
い
。

④

処
分
理
由
の
提
示
は
、

処
分
庁
が
原
処
分
を
行
う
に

当
た
り
、
そ
の
慎
重
合
理
性

を
担
保
す
る
機
能
、
相
手
方

の
不
服
申
立
て
の
便
宜
を
図

る
機
能
を
有
す
る
が
、
そ
の

こ
と
と
、
事
前
に
意
見
陳
述

の
機
会
を
保
障
さ
れ
る
こ
と

と
は
意
義
を
異
に
す
る
の
で

あ
り
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
行
政
手
続
法
は
、
不
利

益
処
分
に
つ
い
て
、
事
前
の

意
見
陳
述
手
続
（
同
法
13

条
）
と
理
由
提
示
（
同
法
14

条
）
の
規
定
を
別
個
独
立
の

も
の
と
し
て
設
け
た
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
理
由
提

示
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
事

前
の
意
見
陳
述
手
続
が
不
要

で
あ
る
理
由
に
は
全
く
な
ら

な
い
。

そ
し
て
、「
以
上
に
よ
れ

ば
、
上
告
理
由
の
う
ち
憲
法
31

条
違
反
を
い
う
部
分
に
は
理
由

が
あ
り
、
本
件
処
分
は
違
憲
で

あ
る
か
ら
、
原
判
決
を
破
棄

し
、
第
1
審
判
決
を
取
り
消

し
、
本
件
処
分
の
取
消
請
求
を

認
容
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
述

べ
て
い
る
。

4
�
検
討

増
額
更
正
や
決
定
と
い
っ
た

不
利
益
処
分
の
場
合
は
、
税
務

調
査
を
経
て
い
る
の
で
、
調
査

終
了
手
続
（
調
査
結
果
の
内
容

説
明
（
国
税
通
則
法
74
条
の
11

第
2
項
）
や
修
正
申
告
等
の
勧

奨
（
同
条
3
項
））
に
お
い
て
、

納
税
者
に
一
定
の
「
防
御
す
る

機
会
」
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
の
よ
う

な
青
色
申
告
承
認
取
消
処
分
に

お
い
て
は
、
2
事
業
年
度
連
続

し
て
期
限
後
申
告
を
す
る
と
、

「
法
人
の
青
色
申
告
の
承
認
の

取
消
し
に
つ
い
て
（
事
務
運
営

指
針
）」
の
定
め
に
従
い
一
方

的
に
処
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
そ
の
よ
う
な
機
会
は
与

え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
青
色

申
告
承
認
取
消
処
分
時
の
理
由

付
記
に
つ
い
て
、
法
1
2
7
条

4
項
（
現
行
2
項
）
後
段
は
「
そ

の
取
消
し
の
処
分
の
基
因
と
な

つ
た
事
実
が
第
1
項
各
号
又
は

第
2
項
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る

か
を
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
規
定
し
て
お
り
、
文

理
上
は
青
色
申
告
書
に
か
か
る

更
正
の
場
合
の
よ
う
な
「
そ
の

更
正
の
理
由
を
付
記
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」（
法
1
3
0
条

2
項
）
こ
と
ま
で
は
求
め
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
特
に
税
務
調
査
を
経
な
い

で
な
さ
れ
る
青
色
申
告
承
認
取

消
処
分
に
つ
い
て
は
、
増
額
更

正
や
決
定
処
分
と
比
し
て
適
正

手
続
の
水
準
が
劣
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
現
状
が
あ
り
、
こ
れ
が

本
件
の
問
題
の
根
底
に
あ
る
。

反
対
意
見
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
①
〜
④
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
き
わ
め
て
説
得
的
で
あ

り
、
特
に
①
〜
③
に
お
い
て
原

判
決
の
考
え
方
を
明
確
に
否
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
感
慨
深

い
。
原
判
決
が
示
し
た
課
税
処

分
の
①
〜
③
の
特
徴
は
、
行
政

手
続
法
上
の
一
連
の
処
分
に
か

か
る
規
定
を
課
税
処
分
の
適
用

除
外
と
す
る
趣
旨
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
き
た
も
の
だ
か
ら
で
あ

る
5

。
な
お
②
に
つ
い
て
は
、

実
際
に
は
青
色
申
告
承
認
取
消

処
分
は
大
量
・
反
復
的
に
行
わ

れ
て
い
る
処
分
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
補
足
し
て
お
こ
う
。

本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
か
ら

本
判
決
の
内
容
の
分
析
ま
で
は

で
き
な
か
っ
た
が
、
反
対
意
見

と
比
す
れ
ば
、
本
判
決
が
前
時

代
的
な
内
容
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
反
対

意
見
が
、
租
税
行
政
手
続
の
適

正
水
準
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ

マ
ム
た
る
行
政
手
続
法
の
そ
れ

に
適
う
も
の
と
す
る
橋
頭
堡
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

1

最
決
令
和
6
年
3
月
27
日
Ｔ

Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
・
Ｚ
8
8
8
―
2

6
2
0
。

2

管
見
す
る
と
こ
ろ
、
租
税
訴

訟
の
不
受
理
決
定
に
際
し

て
、
受
理
す
べ
き
と
の
反
対

意
見
が
記
載
さ
れ
て
い
る
例

と
し
て
、
最
決
平
成
17
年
11

月
21
日
税
資
2
5
5
号
順
号

1
0
2
0
3
に
滝
井
繁
男
裁

判
官
の
反
対
意
見
が
付
さ
れ

て
い
る
。

3

最
判
令
和
6
年
5
月
7
日
裁

判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
令
和

5
年
（
行
ツ
）
第
3
3
4
号

法
人
税
青
色
申
告
承
認
取
消

処
分
取
消
請
求
事
件
）。

4

福
岡
高
判
令
和
5
年
6
月
30

日
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
・
Ｚ
8
8
8

―
2
4
9
2
。
評
釈
と
し
て
、

金
谷
比
呂
史
・
税
法
学
5
9

0
号
（
2
0
2
3
）
1
2
5

頁
以
下
、
青
木
丈
・
税
務
Ｑ

Ａ
通
巻
2
6
3
号
（
2
0
2

4
）
43
頁
以
下
参
照
。

5

国
税
通
則
法
の
立
法
担
当
者

が
執
筆
し
て
い
る
志
場
喜
徳

郎
ほ
か
共
編
『
国
税
通
則
法

精
解
』（
大
蔵
財
務
協
会
、
令

和
4
年
改
訂
、
2
0
2
2
）

1
0
4
7
頁
で
は
、
こ
の
趣

旨
と
は
「
①
金
銭
に
関
す
る

処
分
で
あ
り
、
処
分
内
容
を

ま
ず
確
定
し
、
そ
の
適
否
に

つ
い
て
は
、
む
し
ろ
事
後
的

な
手
続
で
処
理
す
る
こ
と
が

適
切
で
あ
る
こ
と
、
②
主
と

し
て
申
告
納
税
制
度
の
下

で
、
各
年
又
は
各
月
毎
に
反

復
し
て
大
量
に
行
わ
れ
る
処

分
で
あ
る
こ
と
等
の
特
殊
性

を
有
し
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
③
限
ら
れ
た
人
員
を
も

っ
て
適
正
に
執
行
し
公
平
な

課
税
が
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
」
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て

い
る
。

最
決
令
和
6
年
3
月
27
日
・
最
判
同
年
5
月
7
日
に
お
け
る
宇
賀

裁
判
官
の
反
対
意
見
―
青
色
申
告
承
認
取
消
処
分
と
適
正
手
続
―

青木 丈
【神田】

【 9 】2024年〔令和6年〕7月1日〔月曜日〕 東 京 税 理 士 界 〔第三種郵便物認可〕 VolumeNo.810


